
浦和区在住の主婦・市民活動

家、辻仁美（つじひとみ）さん

に、今回は改憲問題についてお

聞きしました。辻さんは参院選

後の現在もママの会＠埼玉の活

動を始め安保法制違憲訴訟の原

告団など様々な分野で活躍され

ています。また「しんぶん赤旗」

でも何度か登場しています。

安保法制が違憲であ
ることを司法の場で

も訴えていきたい！！

Ｑ．安保法制違憲訴訟の原告と

して意見陳述をされたとい

うことですが。

９月２日、東京地裁で安保法

制違憲訴訟（正式には安保法制

を違憲とする国家賠償請求訴訟）

の第１回口頭弁論がありまして、

私も原告の一人として意見陳述

を行いました。陳述の内容は、

「安保法制違憲訴訟の会」の公

式サイトを見ていただければと

思います。原告は教育学者の堀

尾輝久先生など５人です。私は

角田由紀子弁護士の勧めで原告

となりました。訴訟代理人は、

伊藤真先生をはじめ５人の弁護

士の方です。私は、二人の子を

持つ母として、「だれのこども

もころさせない」というママの

会の立場として陳述しました。

こうした国賠訴訟は全国に起き

ています。埼玉でも１０月２６

日に同様の第１回口頭弁論があ

りますね。 （2面につづく）
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１
０
月
１
４
日
、
年
金
一
揆

中
央
集
会
が
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年
金

カ
ッ
ト
法
案
が
今
国
会
に
提
出

さ
れ
、
全
労
連
な
ど
他
団
体
と

の
共
催
に
し
て
幅
広
く
運
動
を

広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た

も
の
で
す
▼
こ
の
法
案
が
成
立

す
れ
ば
、
物
価
が
上
が
っ
て
も
、

賃
金
が
下
が
れ
ば
年
金
の
給
付

額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
上
、
物
価
の
上
昇
が
小
さ
い

場
合
に
は
翌
年
度
以
降
に
持
ち

越
し
て
削
減
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
消
費
税
が
１
９
年
１

０
月
に
１
０
％
に
な
れ
ば
、
物

価
は
当
然
上
が
り
ま
す
が
、
実

質
賃
金
が
低
下
す
る
た
め
、
２

％
程
度
の
年
金
カ
ッ
ト
に
な
る

と
み
ら
れ
ま
す
▼
年
金
者
組
合

は
年
金
引
き
下
げ
が
憲
法
２
５

条
に
違
反
す
る
と
し
て
全
国
で

「
年
金
裁
判
」
を
起
こ
し
て
い

ま
す
。
年
金
カ
ッ
ト
法
案
を
廃

案
に
す
る
と
と
も
に
、
「
年
金

裁
判
」
を
国
民
的
運
動
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
日

発
表
さ
れ
た
む
し
ろ
旗
川
柳
か

ら
一
句
▼
見
せ
つ
け
よ
う
お
じ

い
お
ば
あ
の
底
力
。

（
美
）

さ
い
た
ま
市
議
会
議
員

と
り
う
み
敏
行

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
早
い
も
の
で
今
年
も
１
１
月
に
な
り
、
す
っ
か

り
肌
寒
い
日
が
続
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
体
調
を
崩
さ
ぬ
よ
う
ご
自
愛
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
前
回
の
「
う
ら
わ
宿
」
に
は
、
さ
い
た
ま
市
の
「
公
共
施
設
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
公
共
施
設
建
設
を
発

注
す
る
と
き
の
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
方
式
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」

と
は
、
英
語
の
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
の

頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
「
民
間
資
金
の
活
用
」
の
意
味
で
す
。
全
国
の

自
治
体
が
ど
こ
で
も
財
政
難
に
陥
る
中
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
公
共
事
業
を
地

方
自
治
体
に
や
ら
せ
る
た
め
に
国
が
押
し
付
け
て
い
る
手
法
で
す
。
１
例
で

す
が
、
約
２
０
０
億
円
の
大
宮
区
役
所
建
て
替
え
事
業
を
、
大
成
建
設
を
中

心
と
し
た
Ｊ
Ｖ
で
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
建
物
の
中
に
は
本
体
の
他
、
図

書
館
、
コ
ン
ビ
ニ
、
カ
フ
ェ
、
自
販
機
な
ど
が
入
り
ま
す
。
建
物
が
立
ち
上

が
っ
た
後
の
こ
れ
ら
の
施
設
の
管
理
運
営
を
そ
れ
ぞ
れ
参
加
企
業
に
丸
投
げ

し
、
向
こ
う
２
０
年
間
に
わ
た
っ
て
管
理
運
営
費
を
払
い
続
け
ま
す
。

民
間
資
金
の
活
用
と
は
言
う
も
の
の
結
局
は
市
民
の
税
金
を
使
う
わ
け
で

す
が
、
大
き
な
問
題
点
と
し
て
、
「
ど
う
い
う
建
物
で
、
ど
の
様
な
成
果
が

得
ら
れ
る
建
物
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
伝
え
る
だ
け
で
、
契
約
に
至
る
ま

で
の
経
過
が
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
言
い
な
り

で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
今
議
会
で
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
結
局

は
、
市
が
直
営
し
た
場
合
と
ほ
と
ん
ど
経
費
的
に
は
変
わ
ら
ず
市
民
に
と
っ

て
は
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
体
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
契
約
に
経
験
が
乏
し

い
市
の
職
員
が
、
こ
う
し
た
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
と
対
等
に
渡
り
あ
え
る
訳
が
な

く
、
市
民
の
税
金
が
食
い
物
に
さ
れ
る
だ
け
で
す
。

市
民
の
税
金
を
使
っ
て
の
公
共
事
業
契
約
に
は
、
公
平
性
、
透
明
性
が
何

よ
り
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
か
ら
早
期

に
撤
退
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

ゼ
ネ
コ
ン
奉
仕
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

さ
い
た
ま
市
が
食
い
物
に
！

シリーズ

改憲問題 №３

う
ら
わ
だ
い
こ

再
、
再
度
行
き
詰
ま
っ
た

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
が
羨
ま
し
い

安
倍
首
相

（
東
口
・
さ
ぶ
老
）

年
金
カ
ッ
ト
法
案

私
た
ち
は“

か
っ
と
”
怒
っ
て
い
ま
す

（
岸
町

佐
久
間
純
）

川
柳

の
り
弁
に
似
た
り
役
所
の
自
己
検
証

無
い
無
い
と
豊
洲
の
闇
と
共
連
れ
に

Ｔ
Ｐ
Ｐ
ポ
チ
が
主
人
を
引
っ
張
る
と

（
東
口
・
さ
ぶ
老
）

答
弁
に
防
衛
ば
か
り
の
稲
田
さ
ん

（
岸
町

ダ
ン
吉
）

狂
歌

北
の
核
制
裁
せ
よ
と
声
高
が

核
の
禁
止
は
Ｎ
Ｏ
と
言
う
安
倍

（
東
口

さ
ぶ
老
）

俳
句

漁
獲
量
減
産
秋
刀
魚
腸
苦
し

（
岸
町

佐
々
木
幹
広
）

秋
の
山
よ
り
神
官
の
白
袴

衆
目
の
中
の
味
見
や
芋
煮
会

鳴
い
て
ゐ
る
の
か
蓑
虫
の
身
を
細
め

（
本
太
一

Ｙ
・
Ｙ
）

うらわ宿文芸

司法の場でも違憲であることを訴えたい

行動的市民活動家 辻仁美さんインタビュー

私はさいたま市に移住してきて半年、

この頃はようやく買い物に出かけても

何とか自宅にたどりつけるようになり

ました。こんな状態ですから「見るも

の、聞くもの」全てなるほどと納得し

たり、驚いたりしてい

ます。

ところが最近「社保

協ニュース」を見てびっくりしました。

そこには市の「過酷な国保税の取り立

て」で２名の自殺者が出たとありまし

た。えっと驚きながらそのニュースを

読んでいるうちにだんだん怒りがわい

てきたのです。地方自治体の本旨は

「住民の安全を守り教育や福祉の向上

に努めること」ではないかと・・・。

今街に出ると至るところに、さいた

ま国際マラソンで交通の規制を知らせ

る看板が目に付く。国際マラソンや国

際芸術祭（さいたまト

リエンナーレ）などの

イベントや大型開発を

進める前に、市民の暮らしを応援する

施策にもっと予算を振り向けて欲しい

と思うのは私だけの思い

なのだろうか。

（瀬ケ崎 菅原）

最近驚いたこと



（１面より）

またこれとは別に差し止め訴訟も

始まっています。司法の場でも安

保法制は違憲であるとの闘いを進

めたい。多くのメディアがこれを

取り上げて欲しいと待っています。

今、弁護士さんが大勢集会にも来

られ本当に熱心に勉強されていて

驚いています。

Ｑ．南スーダンにあらたな任務で

自衛隊の派兵をしようとして

います。

今やるべきは、戦闘状態の南スー

ダンに駆けつけ警護を付与した自

衛隊を絶対に行かせないとい

うことだと思います。戦闘状

態なのだから行かせない。行っ

て死んでしまったら、そこか

ら始まってしまうじゃないで

すか。ＰＫＯ５原則にも反し

ているわけですから、今「南

スーダンに行くな」「安保法

制廃止」を言い続けないと本

当に戦争する国になってしま

います。

ママの会＠埼玉と市民有志

では、１１月２３日（水）９

時３０分から「市民会館うらわで」

で、国際平和団体として世界中で

活躍する米国退役軍人の会「ベテ

ランズ・フォー・ピース（ＶＦＰ）」

の人たちを招いて交流会とパレー

ドを行います。是非皆さんも参加

して戦争について考えてください。

改憲ありきの議論の進
め方はおかしい！！

Ｑ．改憲論議についてはどう思わ

れますか。

自民党の憲法草案は絶対いけな

い。たたき台なんてとんでもあり

ません。ひどすぎます。そもそも

今憲法を変える必要があるのです

か、と言いたいです。だいたいい

きなり改憲論議というのはおかし

い。立憲主義を守っていないし許

されません。まずは憲法について

どう思うか話をしましょうという

のならまだわかります。そのうえ

で憲法を変える必要があるのかど

うかというのが順序です。

9条はもちろん一字一句変えた

くありません。平和憲法そのもの

だからです。そして私は憲法24

条を大変心配しています。9条よ

りやりやすいとして自民党ではそ

こから出発させたがって

いるのではないか。家族

は互いに助け合うように

なんて言ってますが、そ

れは憲法で書くようなこ

とではないです。現憲法

の24条を広めつつ、自民

党草案を批判していきた

いと思っています。
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最近支援に行った沖縄では
「アクティビスト」と紹介
されたという辻仁美さん

１
０
月
２
５
日
、
天
気
は
秋
晴

れ
、
で
は
な
い
け
れ
ど
、
３
８
名

の
参
加
者
は
バ
ス
で
北
浦
和
公
園

を
出
発
。
早
速
宴
会
で
盛
り
上
が

る
人
も
い
る
中
、
自
己
紹
介
な
ど

し
な
が
ら
バ
ス
は
一
路
錦
秋
の
赤

城
山
へ
。
山
の
中
腹
は
黄
、
赤
の

紅
葉
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
。
国
定

忠
治
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
赤
城

大
沼
に
到
着
。
外
は
ブ
ル
ブ
ル
っ

と
震
え
る
寒
さ
で
、
湖
畔
の
散
策

も
そ
こ
そ
こ
に
土
産
物
店
に
飛
び

込
ん
だ
。
こ
の
あ
た
り
の
紅
葉
は

一
週
間
前
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
と
の

こ
と
で
、
山
は
早
く
も
初
冬
の
雰

囲
気
が
あ
っ
た
。
麓
の
富
士
見
温

泉
で
昼
食
と
温
泉
。
地
下
１
６
０

０
ｍ
か
ら
湧
き
出
る
湯
に
の
ん
び

り
と
浸
か
り
、
あ
ま
り
の
心
地
よ

さ
に
出
発
時
間
過
ぎ
ま
で
お
休
み

に
な
っ
た
人
も
。
か
く
て
バ
ス
は

小
雨
の
降
る
浦
和
に
帰
り
着
き
ま

し
た
。
紅
葉
、
温
泉
、
交
流
の
に

ぎ
や
か
な
楽
し
い
旅
で
し
た
。

（
木
崎
８

細
田
俊
彰
）

こ
こ
一
ヶ
月
以
上
前
か
ら
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
は
市
場
施
設
の

地
下
空
間
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
石
原
知
事
が
委
嘱
し
た

土
壌
汚
染
対
策
の
専
門
家
会
議

の
提
言
や
都
民
・
都
議
会
へ
の

説
明
通
り
な
ら
盛
土
が
さ
れ
て

い
る
筈
の
地
下
が
、
す
べ
て
空

間
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
都
議
会
共
産
党
の
調

査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
盛
り
土

が
施
さ
れ
て
い
れ
ば
１
０

０
％
安
全
・
安
心
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

都
民
や
市
場
関
係
者
を
欺

い
て
い
た
と
い
う
こ
と
自

体
大
問
題
な
の
で
す
。

誰
が
い
つ
変
更
を
決
め
た

の
か
、
小
池
知
事
は
内
部

調
査
を
指
示
し
ま
し
た
が
、

結
局
特
定
さ
れ
な
い
ま
ま

で
す
。
横
文
字
好
き
の
小

池
知
事
は
、
「
ガ
バ
ナ
ン

ス
」
（
統
治
機
構
）
や
「
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
（
法
令
遵
守
）
、

縦
割
り
行
政
の
弊
害
な
ど
を
云
々

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
事
の
本

質
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。
組
織
を
い
じ

く
り
、
職
員
の
「
意
識
改
革
」

を
や
る
だ
け
で
は
解
決
し
な
い

の
で
す
。

首
長
な
ど
ト
ッ
プ
が
、
市
民
・

住
民
・
労
働
者
に
は
負
担
・
犠

牲
を
押
し
付
け
る
だ
け
の
間
違
っ

た
事
業
を
強
引
に
進
め
よ
う
と

す
れ
ば
、
幹
部
職
員
な
ど
部
下

が
ト
ッ
プ
の
意
向
を
忖
度
し
、

欠
陥
や
矛
盾
を
抱
え
た
ま

ま
、
責
任
を
曖
昧
に
し
つ

つ
、
情
報
を
隠
し
、
秘
密

裏
に
事
を
進
め
ざ
る
を
得

な
く
な
る
の
は
あ
る
意
味

で
当
然
な
の
で
す
。
逆
に
、

職
員
に
、
住
民
が
喜
ぶ
仕

事
を
や
っ
て
い
る
と
い
う

自
負
が
あ
れ
ば
、
仕
事
に

関
す
る
情
報
な
ど
隠
す
必

要
が
な
い
わ
け
で
す
し
、

「
こ
れ
は
俺
が
や
っ
た
ん

だ
」
と
自
慢
し
た
く
も
な

る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
豊
洲
の
問

題
は
他
の
す
べ
て
の
自
治

体
や
国
も
他
山
の
石
と
す
べ
き

事
例
で
す
。
ま
た
市
民
、
住
民

が
自
治
体
に
信
頼
で
き
る
行
政

を
望
む
な
ら
事
業
の
計
画
段
階

か
ら
監
視
し
、
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

（
浦
和
東
口

Ｔ
．
Ｉ
．
生
）

テレビだけではわからない
築地市場移転問題②

一
年
ぶ
り
の
後
援
会
バ
ス
旅

行
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
。

眺
め
の
よ
い
温
泉
で
し
た
。

◆オール浦和区の会 講演と結成のつどい

１１月１２日（土）１３時～

クイーンズ伊勢丹カルタスホール（北浦和）

講演「日本国憲法を生かして、格差・貧困の克服を」

講師 白鳥 勲さん

（彩の国子ども・若者支援ネットワーク代表理事）

主催 オール浦和区の会

◆宝田 明 「戦争と平和の時代を生きて」

津軽三味線 北村姉妹

１１月１７日（木）１４時～

蕨市民会館ホール

チケット代 １，９９９円

（連絡先 ０４８－８１４－１９１１)

主催 埼玉革新懇

◆交流会とピースパレード

１１月２３日（水）９時３０分～１１時

交流会後パレード

市民会館うらわ１０１会議室 （参加費１，０００円）

ゲスト 国際ＮＧＯ退役軍人の会ＶＦＰ

申込み mothers .love.peace.sa itama@gma il.com

主催 安保関連法に反対するママの会＠埼玉と市民有志

◆講演会

「ゆきづまるアベノミクス～脱原発・再生エネルギー

への転換がひらく日本経済の未来」

１２月２日(金)１８時１５分～

浦和コミセン１３集会室

講師 金子勝・慶応大学経済学部教授

（資料代５００円）

主催 ＮＰＯ法人埼玉自然エネルギー協会

◆市政報告会＆もちつき＆忘年会

１２月１０日（火）１０時～

瀬ケ崎自治会館

市政報告 とりうみ敏行市議会議員

主催 浦和東後援会

＊
耳
よ
り
情
報
＊

温
泉
と
紅
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を
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喫
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ク
に
参
加
し
て


